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内容要旨 

【背景】 

 前立腺癌は、先進国の男性において最も多い癌の 1 つである。本邦でも最近

著しく増加しており、その要因には人口の高齢化とともに、前立腺特異抗原

（PSA）によるスクリーニングの効果が指摘されている。末期腎不全患者におけ

る前立腺癌の有病率は、健康男性と比較して同等以上であると報告されており、

相当数の前立腺癌に罹患した血液透析患者が存在すると推定される。しかしな

がら、これまで血液透析患者において、PSA スクリーニングの有用性に関する

詳細な報告は無かった。そこで、今回、我々は PSA スクリーニングにより発見

された前立腺癌を有する血液透析患者の長期的な転帰について検討を行った。 

【患者：方法】 

55 歳以上の男性血液透析患者において年 1 回の PSA スクリーニングを行った。 

【結果】 

観察期間中央値 10.4 年で 19 例（2.9%）の前立腺癌が発見された。そのうち 1

例が癌死した。PSA レベルがカットオフ値の 4ng/ml 以上となった 139 人の患者

のうち 14 人（10.1%）が前立腺生検を受け、そのうち 13 人（9.4%）が組織学的

に前立腺癌と診断された。また、直腸診陽性と PSA 値の継続的な上昇に基づき

生検を行わず臨床的に前立腺癌と診断された患者は 139 人中 6 人（4.3%）であ

った。前立腺癌患者と非前立腺癌患者の全生存率の比較において有意差は見ら
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れなかった。また、前立腺癌患者における腎不全原疾患別の生存に関する分析

では、一般の透析患者と同様に、慢性糸球体腎炎群は糖尿病性腎症群や腎硬化

症群よりも有意に予後良好であった。一般的に前立腺癌の初期治療には手術療

法、放射線療法、アンドロゲン除去療法（ADT）の選択肢があるが、本研究では

ADT が 19 人の患者のうち 17 人（89.5％）に選択された。ADT により治療された

前立腺癌患者と非前立腺癌患者との比較でも有意差はみられなかった。尚、ADT

を受けた非癌死前立腺癌患者 6 人にうち、心血管死は 1 人であった。 

【考察】 

PSA スクリーニングは過剰診断が問題となる。大規模な無作為試験で 20%から

50%で過剰診断が示唆されたとする報告があり、さらに血液透析患者においては

合併症による死亡率が高いため、過剰診断率がより高くなる可能性が懸念され

る。従って我々は過剰診断を避けるため PSA スクリーニング陽性となった場合

にも、個々の患者で、その後の検査や治療の必要性について個別的に慎重に評

価した。その結果、スクリーニング陽性 139 人の患者のうち 119 人（85.6％）

において前立腺生検も臨床的な前立腺癌診断もなされなかった。さらに、本研

究での平均年間前立腺癌診断率は 0.29%であり、2013 年の自治体 PSA 検診の診

断率（0.55%）と比較して低かった。一方、前立腺癌で死亡した患者は ADT が初

期段階から無効であった 1 人のみで、前立腺癌患者のいずれにも診断時には転

移を認めておらず、過少評価はなかったものと考えられる。 

 前立腺癌患者の腎不全原疾患による生存分析では、慢性糸球体腎炎群の生存

率が他の群よりも有意に良好な結果を示した。これは、末期腎不全の原疾患に

よる病状が、前立腺癌に罹患した血液透析患者の予後に大きな影響を与えるこ

とを示唆している。従って血液透析患者の前立腺癌治療戦略は、末期腎不全の

病状に基づいて適切に行われる必要がある。本研究では、前立腺癌患者 19 人中

17 人（89.5%）に初期治療として ADT が選択されたが、心血管死を増加させる

ことなく比較的良好な治療効果が得られたと考えられる。 

【まとめ】 

PSA スクリーニングは血液透析患者においても前立腺癌の発見と管理に有用で

あることが示唆された。しかしながら、最も重要な問題はスクリーニング陽性

後に前立腺癌の診断と治療を、透析患者の病状に応じて慎重に検討することで

あると考えられた。 

 

 

 

 






